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西
村
家
所
蔵
資
料
中
の
一
枚
の
集
合
写
真
に
つ
い
て

竹
　
田
　
健
　
二

は
じ
め
に

　

二
〇
一
七
年
八
月
、
筆
者
は
湯
浅
邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
大
学

院
）、
佐
伯
薫
氏
（
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
）
と
共
に
、

種
子
島
（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）
の
西
村
貞
則
氏
の
お
宅
を
訪
問

し
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
西
村
家
所
蔵
資
料
の
概
略
を
把
握
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
１
）。

　

今
回
調
査
し
た
西
村
家
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
は
、
多
数
の
写
真

が
収
め
ら
れ
て
い
る
数
冊
の
ア
ル
バ
ム
と
は
別
に
な
っ
た
、
一
枚

の
台
紙
付
き
集
合
写
真
が
見
つ
か
っ
た
（
写
真
１
）。
筆
者
は
こ

れ
ま
で
こ
の
写
真
を
見
た
こ
と
が
な
く
、後
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
も
、
大
阪
大
学
の
懐
徳
堂

研
究
セ
ン
タ
ー
に
も
同
じ
写
真
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（
２
）。

写真１　表面
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西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
集
合
写
真
の
保
存
状
態
は
あ

ま
り
良
く
は
な
い
。
台
紙
は
表
面
の
上
端
中
央
を
中
心
に
激
し
く

破
損
し
て
お
り
、
写
真
も
ま
た
上
部
の
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一

程
度
が
破
損
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
人
物
群
の
背
景
と
な
っ
て

い
る
建
物
の
形
状
が
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

幸
い
な
こ
と
に
、
人
物
が
写
っ
て
い
る
部
分
に
破
損
は
及
ん
で
お

ら
ず
、
ま
た
背
景
の
建
物
に
「
学
」
字
の
紋
を
染
め
抜
い
た
幕
が

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
幕
や
写
真

全
体
の
構
図
等
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
写
真
は
お
そ
ら
く
重
建
懐

徳
堂
の
講
堂
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
写
真
及
び
台
紙
に
は
、
撮
影
さ
れ
た
時
期

に
関
す
る
情
報
が
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
台
紙

の
裏
面
に
、
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
全
員
の
氏
名
を
印
刷

し
て
記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る（
３
）（

写
真
２
）。
こ
の
た
め
、

写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
等
を
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
集
合
写

真
が
撮
影
さ
れ
た
時
期
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
写
真
が
い
つ
、
何
の
た
め
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
な
の
か
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
写
真
の
中
の
人
々

　

先
ず
、
こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
く
。

　

こ
の
集
合
写
真
の
前
列
中
央
に
は
、
洋
装
の
西
村
天
囚
が
座
っ

て
お
り
、
そ
し
て
天
囚
の
向
か
っ
て
左
に
松
山
直
蔵
（
重
建
懐
徳

堂
教
授
）、そ
の
左
に
林
森
太
郎（
同
講
師
・
第
三
高
等
学
校
教
授
）

が
、ま
た
天
囚
の
向
か
っ
て
右
に
武
内
義
雄（
重
建
懐
徳
堂
講
師
）、

そ
の
右
に
今
井
貫
一
（
大
阪
府
立
図
書
館
館
長
）、
更
に
そ
の
右

写真２　裏面
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九
二
三
）
に
発
足
し
た
懐
徳
堂
堂
友
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
懐
徳
堂
堂
友
会
の
会
員
で
は
な
い
十
名
の
内
の
三
名
は
大
正
十

五
年
（
一
九
二
六
）
の
時
点
で
重
建
懐
徳
堂
の
定
日
講
義
を
そ
れ

ぞ
れ
三
年
・
四
年
・
五
年
と
継
続
し
て
受
講
し
て
い
る
者
で
あ
り
、

ま
た
一
名
は
素
読
科
の
修
了
者
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
二
十
九

名
の
う
ち
の
二
十
三
名
は
重
建
懐
徳
堂
の
受
講
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
首
肯
で
き
よ
う（
４
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
写
真
に
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
教
師
陣
と

受
講
生
と
が
写
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
井
貫
一
は

重
建
懐
徳
堂
の
教
授
や
助
教
授
、講
師
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る（
５
）。

　

写
真
の
前
列
中
央
に
天
囚
が
座
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
台
紙

裏
面
に
お
い
て
天
囚
の
名
が
最
も
大
き
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
写
真
は
明
ら
か
に
天
囚
を
中
心
と

し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
写
真
は
天
囚
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
記
念
写
真
と
し
て
、
重
建

懐
徳
堂
の
前
に
お
い
て
、
そ
の
教
師
陣
と
受
講
生
と
が
天
囚
を
囲

ん
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

二
　
武
内
義
雄
と
今
井
貫
一

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
時
期
は
い
つ
頃
と
考
え

に
吉
田
鋭
雄
（
後
に
重
建
懐
徳
堂
講
師
・
助
教
授
・
教
授
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
紋
付
羽
織
袴
等
の
正
装
で
座
っ
て

い
る
。そ
し
て
吉
田
の
向
か
っ
て
右
に
男
性
が
一
人
、林
の
向
か
っ

て
左
に
和
装
の
女
性
が
二
人
座
り
、他
の
人
々
は
二
列
目
に
十
名
、

三
列
目
に
九
名
、
四
列
目
に
七
名
、
和
装
と
洋
装
と
が
混
じ
っ
て

は
い
る
が
い
ず
れ
も
正
装
し
た
姿
で
立
っ
て
写
っ
て
い
る
。

　

台
紙
の
裏
面
に
貼
付
さ
れ
た
紙
を
見
る
と
、天
囚
・
松
山
・
林
・

武
内
・
今
井
・
吉
田
の
六
人
に
つ
い
て
は
「
先
生
」
と
の
敬
称
が

付
さ
れ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
二
十
九
人
に
つ
い
て
は
氏
名
の

み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
台
紙
裏
面
の
氏
名
の
文
字
の
大
き
さ
に
は

三
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
列
中
央
の
「
西
村
時
彦
先
生
」
の

文
字
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
そ
の
左
右
に
座
る
他
の
五
名
の

「
先
生
」
の
氏
名
の
文
字
は
そ
れ
に
較
べ
て
や
や
小
さ
く
、
他
の

二
十
九
人
の
氏
名
の
文
字
は
更
に
小
さ
い
。

　

天
囚
・
松
山
・
林
・
武
内
・
今
井
・
吉
田
の
六
人
が
「
先
生
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
前
述
の
通
り
、
写
真
の
背
景
が
「
学
」

字
の
紋
を
染
め
抜
い
た
幕
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
重
建
懐
徳
堂
の
講

堂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
六
人
の
「
先
生
」

を
除
く
二
十
九
名
の
人
々
は
、
お
そ
ら
く
重
建
懐
徳
堂
で
学
ん
で

い
た
受
講
生
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、二
十
九
名
の
う
ち
の
十
九
名
が
大
正
十
二
年（
一
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ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
撮
影
時
期
を
推
測
す
る
手
が
か
り
と
し

て
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
重
建
懐
徳
堂
で
教
え
た
時
期
が
比
較

的
短
い
、武
内
義
雄
が
こ
の
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

武
内
が
重
建
懐
徳
堂
の
講
師
と
な
っ
た
の
は
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
三
月
で
あ
り
、
武
内
は
そ
の
後
直
ち
に
中
国
へ
と
留
学
し
、

翌
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
に
帰
国
し
た
。
そ
し
て
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
、
武
内
は
大
阪
を
離
れ
て
東
北
帝
国

大
学
中
国
哲
学
研
究
室
に
赴
任
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
写
真
の
撮

影
時
期
は
、
武
内
が
重
建
懐
徳
堂
に
着
任
し
た
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
三
月
か
、
或
い
は
中
国
留
学
か
ら
帰
っ
た
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
十
二
月
か
ら
東
北
帝
国
大
学
に
赴
任
し
た
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
三
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　

こ
の
写
真
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月
よ
り
も
前
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

二
月
に
重
建
懐
徳
堂
講
師
を
辞
職
し
た
吉
澤
義
則
（
京
都
帝
国
大

学
助
教
授
）
が
写
っ
て
お
ら
ず
、
吉
澤
の
辞
職
に
伴
っ
て
講
師
と

な
っ
た
林
森
太
郎
が
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
よ
う
。

　

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
井
貫
一
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ

う
に
、
今
井
も
こ
の
写
真
で
は
「
先
生
」
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る

が
、
今
井
は
重
建
懐
徳
堂
の
教
授
や
助
教
授
、
講
師
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇

三
）
に
大
阪
府
立
図
書
館
の
館
長
に
就
任
し
た
今
井
は
、
明
治
四

十
二
年
（
一
九
〇
九
）
八
月
に
活
動
を
始
め
た
大
阪
人
文
会
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
阪
人
文
会
の
例
会
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
大
阪
府
立
図
書
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
、
同
会
や
懐
徳
堂
記
念
会
が
中
心
と
な
っ

て
展
開
し
た
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
に
お
い
て
、
今
井
は
天
囚
と
共
に

活
躍
し
、
更
に
重
建
懐
徳
堂
の
建
設
に
も
尽
力
し
た（
６
）。

　

ま
た
、
前
述
の
武
内
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
講
師
と
な
る
ま
で
、

今
井
が
館
長
を
務
め
る
大
阪
府
立
図
書
館
に
勤
務
し
て
お
り
、
更

に
武
内
は
今
井
の
紹
介
に
よ
っ
て
天
囚
の
知
遇
を
得
て
、
景
社
に

参
加
し
て
い
た（
７
）。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
写
真
が
重
建
懐
徳
堂
の
講
堂
前
で
撮
影
さ
れ

た
、
天
囚
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
記
念
写
真
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

天
囚
、
重
建
懐
徳
堂
、
そ
し
て
武
内
と
非
常
に
関
わ
り
の
深
い
今

井
が
一
緒
に
写
っ
て
お
り
、そ
し
て
重
建
懐
徳
堂
関
係
者
か
ら「
先

生
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

三
　
吉
田
鋭
雄

　

更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
写
真
に
、
吉
田
鋭
雄
が
「
先
生
」

と
し
て
写
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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吉
田
は
重
建
懐
徳
堂
の
最
後
の
教
授
と
な
っ
た
人
物
だ
が
、
重

建
懐
徳
堂
の
講
師
に
な
っ
た
の
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十

一
月
で
あ
る
。
吉
田
が
「
先
生
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
、

も
し
も
講
師
で
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
写
真
は
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
一
月
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
い

う
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
武
内
は
同
年
四
月
に
既

に
東
北
帝
国
大
学
に
赴
任
し
て
お
り
、
そ
し
て
武
内
の
後
任
と
し

て
同
年
四
月
に
財
津
愛
象
（
大
阪
高
等
学
校
教
授
）
が
重
建
懐
徳

堂
の
助
教
授
に
就
任
し
、ま
た
稲
束
猛
も
講
師
に
就
任
し
て
い
る
。

財
津
と
稲
束
と
が
こ
の
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
写
真
が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
一
月
以
降
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

　

重
建
懐
徳
堂
に
は
、実
は
教
授
・
助
教
授
・
講
師
以
外
に
も「
先

生
」
が
い
た
。
そ
れ
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
設
け
ら
れ

た
素
読
科
の
「
教
師
」
で
あ
る
。
素
読
科
が
設
立
さ
れ
た
時
に
そ

の
「
教
師
」
を
勤
め
た
の
は
波
多
野
七
蔵
で
あ
っ
た
が
、
波
多
野

は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
に
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
吉
田
が

素
読
科
の
「
教
師
」
と
な
っ
た（
８
）。

こ
の
た
め
、
こ
の
集
合
写
真
に

お
い
て
吉
田
が
「
先
生
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
重
建
懐
徳
堂
の

素
読
科
の
教
師
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
真
は
、
吉
田
が
素
読
科
の
教
師
と

な
っ
た
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
前
述
の
通
り
、

武
内
が
重
建
懐
徳
堂
に
勤
め
て
い
た
間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
内
が
中
国
留
学
か
ら
帰
国
し

た
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
か
ら
、
武
内
が
大
阪
を
離
れ

る
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
ま
で
の
、
二
年
四
ヶ
月
の
間

に
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。四

　
撮
影
の
目
的

　

こ
の
集
合
写
真
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
か
ら
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
ま
で
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
間
に
起
き
た
、
重
建
懐
徳
堂
の
教
師
陣
と
そ
の
受
講

生
と
が
一
同
に
会
し
て
記
念
す
る
に
値
す
る
、
西
村
天
囚
に
か
か

わ
る
特
別
な
出
来
事
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
八
月
に

天
囚
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
同
年
十
月
三
日
に
大
阪
を

離
れ
て
東
京
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
と
考
え
ら
れ
る（
９
）。

す
な
わ
ち
、

こ
の
集
合
写
真
は
、
天
囚
が
大
阪
を
離
れ
る
直
前
、
お
そ
ら
く
は

同
年
九
月
に
重
建
懐
徳
堂
前
で
撮
影
さ
れ
て
天
囚
に
贈
ら
れ
た
、

送
別
の
記
念
写
真
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

管
見
の
限
り
で
は
、
大
正
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
要

覧
』
や
、
昭
和
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
沿
革
』
等
、
財
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団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
ま
と
め
た
資
料
に
は
、
そ
も
そ
も
天
囚

の
上
京
に
つ
い
て
言
及
が
な
く
、
こ
う
し
た
写
真
の
撮
影
に
つ
い

て
も
記
述
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の
写
真
の
撮
影
は
、
財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
の
正
式
な
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
有
志
に
よ
り
企
画
さ
れ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
同
じ
写
真
が
一
般
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
に
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
の
集
合
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
お
よ
そ
三
年
後
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
七
月
二
十
九
日
に
天
囚
は
東
京
で
亡
く
な
っ
た
。

天
囚
は
大
阪
で
過
ご
し
た
約
三
十
年
の
中
の
最
後
の
十
年
余
り
を

懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
推
進
に
尽
力
し
た
。
天
囚
に
と
っ
て
、
重
建

懐
徳
堂
と
そ
の
教
師
陣
、
そ
し
て
受
講
生
と
の
別
れ
に
は
、
特
別

な
思
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
重
建
懐
徳
堂
の
人
々
に
と
っ
て

も
、
天
囚
と
の
別
れ
は
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う

し
た
思
い
の
こ
も
っ
た
こ
の
集
合
写
真
が
、
天
囚
の
故
郷
・
種
子

島
の
西
村
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
変
幸
い
な
こ
と
で

あ
っ
た
。

注（
１
） 

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、『
懐
徳
』
第
八
六
号
（
二
〇
一
八
年
一
月
）

所
収
の
、
湯
浅
邦
弘
・
佐
伯
薫
・
筆
者
の
報
告
「
西
村
天
囚
関
係
資
料

調
査
報
告
─
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
─
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
） 

佐
伯
薫
氏
、
及
び
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
佐
野
大
介
氏
の

御
教
示
に
よ
る
。

（
３
） 

写
真
裏
面
の
人
物
名
は
、
写
真
を
表
か
ら
見
た
時
の
位
置
関
係
で
は

な
く
、
表
か
ら
見
た
時
の
人
物
の
背
中
に
あ
た
る
位
置
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
。

（
４
） 『
懐
徳
』
第
一
号
（
懐
徳
堂
堂
友
会
、
大
正
十
三
年
〔
一
九
二
四
〕）
所

収
の
「
堂
友
會
々
員
名
表
」、
及
び
『
懐
徳
堂
要
覧
』（
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
、
大
正
十
五
年
〔
一
九
二
六
〕）
の
「
三
年
以
上
聽
講
繼
續

者
及
素
讀
修
了
者
」・「
附
録　

懷
德
堂
堂
友
會
」
参
照
。

（
５
） 

重
建
懐
徳
堂
に
は
、「
職
制
」
と
し
て
、
教
授
一
名
、
助
教
授
若
干
名
、

書
記
若
干
名
、
司
書
若
干
名
が
職
員
と
し
て
置
か
れ
、
ま
た
「
講
義
ヲ

分
擔
ス
ル
爲
メ
講
師
ヲ
置
ク
コ
ト
」
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
天
囚

も
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
月
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
講
師
の
一
人

で
あ
っ
た
。
注
（
４
）
前
掲
の
『
懐
徳
堂
要
覧
』
参
照
。

（
６
） 

拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
―
』（
大
阪

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
大
阪
人
文
会
の
第
五
次
例
会
は
、

大
阪
府
立
図
書
館
で
は
な
く
、網
島
の
料
亭
・
鮒
宇
楼
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
井
木
菟
麻
呂
が
受
け
継
い
だ
懐
徳
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堂
の
遺
書
遺
物
―
小
笠
原
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
―
」（『
中

国
研
究
集
刊
』
第
六
三
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）
参
照
。
な
お
、
今
井

は
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
常
任
理
事
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
懐

徳
堂
堂
友
会
が
設
立
さ
れ
た
際
、
永
田
仁
助
（
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
理
事
長
）・
小
倉
正
恒（
同
理
事
）・
坂
仲
輔（
同
）・
上
野
精
一（
同
）・

西
村
時
彦（
同
）・
狩
野
直
喜（
重
建
懐
徳
堂
顧
問
）・
内
藤
虎
次
郎（
同
）・

武
内
義
雄
・
稲
束
猛
・
財
津
愛
象
・
林
森
太
郎
・
中
井
木
菟
麿
と
共
に

堂
友
会
の
名
誉
会
員
と
な
っ
た
。
注
（
４
）
前
掲
の
「
堂
友
會
々
員
名

表
」
参
照
。

（
７
） 

景
社
は
、
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
漢
文
に
お
互
い
が
筆
削
を
加
え
る
会

合
で
あ
っ
た
。「
碩
園
先
生
の
遺
訓
」（『
懐
徳
』
第
二
号
碩
園
先
生
追

悼
録
〔
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一
九
二
五
年
〕
所
収
。
後
に
『
武
内
義
雄
全

集
』
第
十
巻
〔
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
四
年
〕
所
収
）
参
照
。

（
８
） 『
懐
徳
堂
沿
革
』（
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
昭
和
十
一
年
〔
一
九
三

六
〕）
参
照
。

（
９
） 

天
囚
が
上
京
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝
』

（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
集
室
、
一
九
六
七
年
）
参
照
。
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）
十
月
四
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
は
、「
西
村
天
囚

博
士　

愈
今
朝
東
上
」
と
の
見
出
し
で
、
天
囚
の
上
京
を
報
じ
る
写
真

入
り
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
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